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!.は じ め に
 本 稿 の 目的 は 、 従 来 ほ とん ど 取 り上 げ られ る こ との な か っ たdeverbal verbal
suffix-s一 に つ い て 、 その 主 た る意 味 を明 確 にす る と と も に 、 suffix―s一 を有 す る
語 の 歴 史 を 、 形 態 お よ び 意 味 の 両 面 か ら究 明 す る こ と に あ る 。
 さ て 、deverbal verbal suffix-s― な る も の の 存 在 を 、 最 初 に 指 摘 し た の は お そ
ら くRa盤stedt(1912)であ ろ うD。 彼 は 、 蒙 古 語 、 チ ュ ル ク 語 と の 比 較 研 究 を 通 し て 、
deverbal verbal suffix-s一 は 《 軽 いintensiveま た はfrequentativeの意 味 を 持 っ
て い る よ う に 思 わ れ る 》 と指 摘 し た 。
 し か し 、 分 析 方 法 が 、純 粋 に蒙 古語 内 部 だ け に基 づ く もの で は な い こ と、 そ の た
め 、suff且xの 意 味 記 述 も 、 必 ず し も十 分 に な され て い る と は 言 え な い こ と を理 由 に 、
本 稿 で 簡 単 に 私 見 を述 べ る 次 第 で あ る。
2.蒙 古 文 語 価o.)に 見 え るdeverbal verbal suffix-s一
2。1.醒o.種Jesk遞leng
酌.UJesk田engに 対 する 中世 蒙古語 及び現代語の諸形 式 は、次 の よ うである。
(秘)兀 者思 古良 塔型 塑壟  額薛 客額罷者 坐(208)
    看 像 容貌 歹 不曽 説 了也者 我
蔭JesgΩleng  tala  mau'{ii ese   ke'6be-Je bi.
(お 前 の)容 貌 が 悪 い と 言 わ な か っ た ぞ 私 は
(ム)のesk慂ere《Kpac一 曲 叮 激q-a》(377)
  美 し い 男
  UJeskほlengtU boiba   t琶nd{i     《cTa凋 eMy Kpac瀦B》(377)
  美 し く   な っ た 彼 に と っ て
( ノ丶丿レノ丶 )  Y3gx              《CHOTpe7b》
Y33cr3渥9驛(r) 《1)3pe一 繊e,2)BHc!aBKa,3)Kpaco7a, Hpe』ecTb》
Y33cr跚 一(3の 《HpeKpaC踊,跖pe』eCT磁, KpaC一 舖 》
(内 蒙 古)UJe-     《(及 動)① 看 … 》
    噂eskUleng  《(名)① 展 覧 会② 美 、 美 麗 、 美 観 、 美 貌 》
一53一
     嚇eskUlengtei, OJeskUleng樋 《(形)美 的 、 美 麗 的 、 漂 亮 的 、 幽 雅 的 》
(オ ル ド ス)田 虎i―   《voir》
咀D乞iskX田le{} 《beau a voir, joli》
田D二…iskX腿le疋 〕t`i, 斑D乞is㌧(田1eUt`皿 《beau a voir, joii》
(ブ リ ヘノ 一ー ト)冒33×9     《CMOTpe7b》
       Y33cx9』9H(r)   《 1)3peJIH玉ue; Y3gcx∂ 」甅3H ha舜 翼aH / KpacOTbI,
        2)Bh[CTaBKa; Y33cπ9』3Hr9画 ra3ap / 闘y3e涌 》
Y33Cx9凝3H79(蹂) 《矼peKpaCHH薩, npeJleCTHb【 蝨; KpaCHB田 藷》
(カ ル ム ィ ク)Uzxe   《sehen》
       Ozuskelg   《h廿bsches aussehen, schδnheit》
       uzuskelgt毛 … 《hUbsch, sch6n》
腿o』Jesk沮engは 、 聞e― が 《 見 る 》 を 意 味 す る 動 詞 語 幹 、 ―kUlengがdeverbal nomi-
nal suffixで あ る か ら 、OJe―s-kUlengと分 析 で き る の は 、 明 ら か で あ る 。 し た が
つ て 、 こ こ で は 、deverbal verbal suffix-s― が 、 ど ん な 意 味 機 能 を 果 た し て い る
か が 問 題 の 中 心 と な る 。 筆 者 が 従 来 か ら 抱 い て き た 疑 問 は 、deverbal no皿inaI
suffix-qulang/kUlengがな ぜ 、 化 石 的 動 詞 語 幹 竃UJes-(蒙 古 語 族 で は 、 現 在 、 実
証 不 可 能 で あ る)に 接 尾 し 、 生 産 的 な 動 詞 語 幹 〔IJe一に 接 尾 し な か っ た の か 、 つ ま り 、
な ぜ 、 纏JeskUlengが 可 で あ り 、*「UJekUleng(ま た は ㌔Jeg沮eng)が 不 可 な の か と
い う 点 に あ っ た 。
 筆 者 は 、 こ の1つ の 解 決 策 と して 、最 初 、 次 の よ う な 推 定 を 行 な つた 。 そ れ は 、
deverbal nominal suffix―qu壼ang/k沮engの 接 尾 し う る 動 詞 語 幹 に 、 何 らか の 共 通
性 が 見 られ る の で は な い か とい う推 定 で あ る 。 そ こ で 、-qulang/kHlengの 接 尾 し う
る動 詞 語 幹(特 に 、 動 詞 語 幹 に接 尾 した こ と が共 時 的 に 明 ら か な も の)を 、 蒙 古 文
語 よ り抽 出 す れ ば 、 次 の よ うで あ る。
1.動 詞 語 幹 末 が 子 音sの 時
isk遞leng《 酸 っ ぱ い 》 〈is-《 発 酵 す る 》
6skUleng《 成 長 し た 》<6s-《 成 長 す る 》
geskUleng《 溶 け た 》<ges-《 溶 け る 》
6iδskUleng《 空 腹(の)》616s―〈 《飢 え る 》
umdaYasqulang《の ど の 渇 き 》<umdaYas-《 の ど が 渇 く 》
bayasqulang《 喜 び 、 楽 し み 》 〈bayas-《 喜 ぶ 》
遞JeskOleng《 美 、 展 覧 会 》<OJe-《 見 る 》










 6adqulang《 満 腹(の)》<6ad-《満 腹 す る 》        vi.(不 及)
3.動 詞 語 幹 末 が 母 音 の 時
amUYulang《 平 和(な)、 平 穏(な)》<amu―《 休 む 、 安 ら ぐ 》vi.(不 及)
gemsig前eng《 後 悔 》<gemsi― 《 後 悔 す る 》         vi.(不 及)
以 上 の 結 果 、 ―qulang22)の 接 尾 す る 動 詞 語 幹 は 、 UJe一 を 除 く と 、 す べ て 、 intrar
sitive(不 及 動 詞)に 限 定 さ れ て い る と い う 共 通 性 が あ る こ と が わ か る 。 ち な み に 、
こ の こ と は 同 じdeverbal nominal suffix-dal2,-ma12には 見 ら れ な い こ と で あ る 。
し た が っ て 笛Jes― の ―s―は 、 intransitive forming suffixと 見 な す こ と が で き る 。
し か し 、 こ の 考 え は 、 以 下 の 理 由 に よ り 、 完 全 に は 受 け 入 れ 難 い 。
1。蒙 古 語 で は 、 transitive→intransitiveに変 換 す るsuffix(passive voice
suffix)と 言 え ば 、-Yda2― ～ ―da2-(―ta2―)(こ れ ら は 、 い ず れ も 音 韻 的 に 条 件 付 け
ら れ た 異 形 態 で あ る)が あ る の み で 、 従 来 一s一に 関 し て そ の 報 告 例 は な い 。 ま た 、
動 詞 語 幹OJe一 のpassive voiceは 、 通 常 、 HJe・gde一 で あ る か ら 、 も し 、UJes一 が 実 在
し た と す る な ら 、 両 者 の 違 い は ―・体 全 体 、 何 で あ っ た の か 。
2.土 族 語ud躍1Gadal《 展 品 》 の 語 構 成 、
ud嬲 一   《看(見 る)》
ud跚1Ga― 《譲 看(見 せ る)》
ud躍IGadal《 展 品(見 せ も の→ 展 示 品)》
す な わ ち 、ud跚(V)―IGa(causative)―dal(V→N)を、 矧o. UJe(V)-s-k{ileng(V→N)と比
較 す る 時 、 恥.uJesk沮engの 代 わ り に 、 な ぜ 、 潔UJe-gde(passive)-ki1蓋engある い は 、
‡幻e -gUl(causative)-k削engが、 語 と し て 形 成 さ れ な か っ た の か と い う 疑 問 が 残 る
(た だ し 、 上 述 し た よ う に 、 実 際 に は 、-kUlengの 接 尾 し う る 動 詞 語 幹 に は 、 制 限
(intransitiveのみ)が 加 わ る か ら 、 ㌔JegUlk田engの可 能 性 は 極 め て 少 な い で あ
ろ う)。 以 上 、1.,2.の い ず れ の 問 い に 対 し て も 、 何 ら 実 証 的 な 裏 付 け を 得 る こ と
が で き な い た め 、 結 局 の 所 、 ㌔Jes一 の 一s一をintransitive forming suffixと す る 解
釈 に は 、 や は り 難 点 が あ る と言 わ ざ る を え な い 。
 こ こ で は 、 引 き 続 き 、萄eskOlengの ―s一を どの よ う に 意 味 解 釈 す べ き か とい う点
に つ い て 、考 察 を続 け る こ とにす る 。 こ こ で 中 世 の 文 献 『ム カ デ ィマ ッ ト ・ア ル ・
ア ダ プ 』 の 例 を 見 て み る 。
① 睦Jek髄YaJar《-cTo, rπe--p-》(377)




UJesk琶1engt種 bolba  t{indU     《c7a』 e盟y KpacHB》(377)
美 し く   な っ た 彼 に と っ て
先 ず 、 ② の 前 者UJeskUに 対 し 、 N. Poppeは 、(ム)(377)で、 鱒esk賦[lengtdと 転
写 し 、 ② の 後 者UJeskOlengtuの脱 字 と 見 て い る 。 こ れ は 、 蒙 古 文 語 で は 、 後 者 が 実
証 さ れ 、 前 者 が 実 証 さ れ な い こ と か ら 、 容 易 に 考 え ら れ る こ と で あ る 。 し か し な が
ら 、 筆 者 の 考 え で は 、deverbal nominal suffix-qulang2は、 起 源 的 に は 、 ‡-qu2
(V―>N)+la2(N→V)+ng(V→N)カ・ら 成 るcompound suffixで あ り・、 -qu2(―qu/-kの は 、
未 来 形 動 詞(nomen futuri)語 尾 で あ る3}と 解 釈 さ れ る か ら 、 こ こ で は 、 OJeskiiを
脱 字 で は な く 、 当 時 の 実 在 形 式 で あ る と す る 立 場 を と り た い 。 形 態 的 に 、 ① は 、
UJe-k遞 《 見 る(べ き)》 、 ② の 前 者 は 、 嚇e―s-kO《 美 し い 》 と 分 析 さ れ る か ら 、 こ
こ で は 、deverbal verbal suffix-s一 の 有 無 に よ っ て 、 両 者 の 意 味 の 派 生 関 係 を 説
明 し な け れ ば な ら な い こ と に な る 。
 こ れ に 対 す る1つ の 解 釈 と して 、 ① → ② へ の 意 味 変 化 の 過 程 を 、 次 の よ う に 想 定
し て み て は ど う だ ろ う か 。
《 見 る 》 → 《*瞬 間 、 パ ッ と 目 に 見 え る(べ き)》 → 《 拿目 に 映 え る(べ き)》 → 《
美 し い 》
こ れ は 、 す な わ ち 、HJeskOlengの ―s一を 、 mo噴entary aspect《 瞬 時 相 》 を 表 示 す る
deverbal verbal suffixで あ る と 解 釈 す る 立 場 で あ る(こ れ は 、 あ く ま で も1つ の
解 釈 に 過 ぎ ず 、deverbal verbal suffix-s一 の 主 た る 意 味 は 、 盟o.{iJeskUlengの ―一
語 だ け か ら 潤 断 さ れ る も の で は な く 、 以 下 に 述 べ る 様 々 な 例 か ら 総 合 的 に 判 断 さ れ
る べ き こ と は 、 言 う ま で も な い)。
 も し こ の 立 場 を と る な ら ば、(ム)に 見 え る 碍esk琶 は 、 次 の よ うに解 釈 す る の が
妥 当 で あ ろ う 。
― 動 詞 語 幹OJes― は、 中 世 蒙 古 語(『 ム カ デ ィ マ ッ ト ・ア ル ・ア ダ ブ 』 の 言 語)で
は 、 す で に 、 元 来 のmomentary aspectの 意 味 を失 い 、 そ の 結 果 、 動 詞 と し て は機 能
せ ず 、 語 尾 一k麺と と も に 広 義 の 名 詞 と し て機 能 して い た 。 一
 最 後 に 、Mo. UJeskUlengの 意 味 変 化 の過 程 を総 括 的 に 説 明 す る こ と にす る 。 Mo.
酊eskmengは 、 現 代 語 諸 方 言 で は 、 一 般 に 、次 の3つ の 意 味 、 《① 光 景 ② 美 、 美
し さ ③ 展 覧 会 》 の い ず れ かで 用 い ら れ る よ う で あ る が 、 こ れ は 、 次 の よ うな 経 過
を た ど っ て 、 意 味 変 化 した もの と思 わ れ る 。
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碍e-   《見 る 》一離;細 寵 轍 餓〉
②議
イ灘 戳 驚1欟 姿)》
③ 《展 覧会 》
な お 、 中 世 の 文 献(秘)で は① の 意 味 で 、
と を 付 記 して お く。
2. 2. (A)Mo. k6m6ske
(ム)で は② の 意 味 で 用 い られ て い る こ
(B)Mo.anisqa
(A)(B)に 対 す る 中 世 蒙 古 語 及 び 現 代 語 の 諸形 式 は 、 次 の よ う で あ る。
(ム)kδm6ske《BeKO》(250)
(土 族 語)
東 溝 方 言:komosgo《 眼 簾 》
那 龍 溝 方 言:k'uomosGuo《paupiere》
(ノ 丶丿レル丶) xe嫉cθr 《6POB}i》
(バ ル ガ)xunteg《 眉 毛 》
(カ ル ム ィ ク)kOm§ka《augenbrauen》
       KYMcr[KY罰cer]《6POBb》
(ブ リ ヤ ー ト)買 朋 一g《6pOBH》
cf。(満 州 文 語)xumsun《眼 瞼 》
  (錫 伯 語)(jasej)kumskun《眼 皮 》 、
(ム)hanisqa《6poBb》(181)
   hanis-  《cOMK軽yrb》(181)
(華 ・甲)哈 泥 思 中合hanisqa《 眉 》
(土 族 語)
東 溝 方 言: xanaSGa《 眉 毛 》
那 龍 溝 方 言:xanas"a《sourcils》
東 溝 方 言: xanθ ― 《 閉 眼 》
那 龍 溝 方 言:xani-《fer田er les yeux》
(保 安 語)大 燉:xamsex《 眉 毛 》
～meimao(眉 毛m6i・mao)
 hani-《 閉 眼 》
(ダ グ ー ル)
モ リ ン ダ ワ ー 方 言:xapa:ka:《 瞳 人 》
       (cf.balkw― 《 閉 眼 》)
ハ イ ラ ル 方 言:  anixa 《Pupille》
      (cf.6a嚇 一《3aKPHTb》)
(ノ 丶ルレノ丶) aHHcra 《BeKO》
aHHK   《3aKPH3aTb》
―57一
(A) Mo. k6田6ske
 Ramstedt(1935)は4)、[k6m6-ske vgl. k6m6-g]と 記 し 、k6m6skeをk6皿6gと 比 較 し 、
両 者 を 共 通 語 根 生6m6一 か ら の 派 生 語 で あ る 可 能 性 を 指 摘 し て い る 。
(L) Mo. k6m69, k6m6gei / ――■―■
  《n. Shed; roof, esp. roof over a portico, eaves; Shβlter; awning,
  callopy; overhang of a mountain》
 小 沢(1978)は5}、k6m6gに見 え る 紫k6m6―を、 日本 語 コ ム 《包 み か くす 、封 じ こめ
る 》 、 コ モ ル 《殻 の よ う に カ・こ まれ た 所 に入 つ て 、 外 界 と接 触 を断 っ て い る意 》 と
比 較 し 、 《事 物 を外 界 か ら隔 離 し遮 断 す る 》 意 味 の 動 詞 語 榱 で あ っ た と考 え て い る。
さ ら に 、
 醒o.k6m6rge<㌦6mO-r(V→ の ―ge(聾 →N)《(国 の 財 産 を 収 納 す る)倉 庫 》
と 共 通 語 根*kOmδ 一を 有 し て い た こ と に も 、 言 及 し て い る 。
 筆 者 は 、 恥.k6船skeは 、 k6m6g, k6mδrgeと 同 語 根 語 で あ る ば か り で な く 、 さ ら に 、
凹o.kOm6ri-《 ひ っ く り返 す 》 、k6m6kei《 下 唇 》 と も 、 同 語 根 で あ る と 考 え る 。
k6m6ri― / ス6闘Pθx
(L) 《to upset, overturn, to cover with a bowl or other concave objecし 》
(H) 《to upset, overturn, to cover over with a concave object》
(蒙 漢)《 翻 、 倒 翻 、 倒 扣 、 傾 覆 》
(1皿) 《saba-yi uruYu qand血Yulqll Jerge-yin》
   器 を 下 に 向 け る  等 の
よ り 、k6m6ri― は 、 元 来 《器 や 凹 面 形 の も の で 覆 う 》 が 原 義 で あ り、 そ れ が 《(器
を)ひ っ く り返 す 》 の 意 で 用 い られ るよ う に な っ た の で あ る。
ま た 、k6m6keiに 対 し て は 、
k6m6kei / xθ凹XH画
(H)《the lower lip》; xoMxH画 3yyx 《to bite the lower lip》
(蒙 漢)《 下 唇 》;k6照6kei―ben JaYuqu《 咬 下 唇 》
(聾1)kδm6kei-ben JaYuqu 《dooradu uruYul JaYuqu》
            下  唇 を 咬 む
よ り 、k6m6keiは 、 元 来 、 《上 唇 ・上 歯 で 覆 う も の 》 の 意 か ら 、 《下 唇 》 を意 味 す
る よ う に な つ た も の と考 え る。
 ま た 、 ダ グ ー ル 語 で 、 形 容 詞(ま た は 副 詞)kum,動 詞ku紐 一 が 、 《か ぶ せ る 、伏
せ る 》 の 如 き 意 味 を 表 示 す る が 、 これ は 、 ま さ に 上 述 の 零k6m6―が 、 ダ グ ー ル 語 で語






             匸訳]
《(形)扣 、蒙 住 的 》 かぶ せ た 、 伏 せ た
《(圧 頂 的)密 雲 》  (覆 いか ぶ さ る よ う な)厚 い 雲
《扣 上 、拍 住 》    す っ ぽ り か ぶ せ る 。 しつ か り伏 せ る 。
《(動)薩 滿 法 術 、以 重 物 圧 其 身 、面 朝 下 静 射 》
シ ヤ ー マ ニ ズ ム の 術 。 重 い物 で 、 体 を押 え 、静 か に う つ 伏 せ る
(Lit.顔 は下 に 向 け 、横 たわ る)。
 し た が っ て 、 筆 者 は 、 凹o.k6m6ri―, kδm6kei及 び 、 ダ グ ー ル 語kum, kurよ り 、 共
通 語 根 堀 伽6一 に 対 し 、 《事 物 を 上 か ら 覆 う 》 の 如 き 意 味 を 仮 定 す る 。
以 上 の 結 果 、 零kOm6一 に 対 し 、
① 《事 物 を外 界 か ら隔 離 し、遮 断 す る》(小 沢)
     (Mo.kδm6-9, k6m6―rge)
② 《 事 物 を 上 力・ら 覆 う 》(筆 者)
     (P鏨o・k6m6-ri―, k6m6-kei)
よ り 、 《 事 物 を 外 界 か ら遮 断 し 、 覆 う 》 と い う 意 味 を 設 定 す る こ と が で き る 。
 さ て 、Ramstedtは 、 盟o. k6m6skeに 対 し 、k6船 ―skeと 分 析 さ れ る が 、 語 末 の 要 素
一skeに 対 し て は、 何 ら 言 及 し て い な い (―skeを 、 deverbal nominal compound
suffixと 見 て い た こ と は 十 分 想 像 で き る が)。
 筆 者 は 、Ramstedtの 考 え を さ ら に 発 展 さ せ 、 窯k6m6-s-ke6}と 分 析 し 、 こ の 一s一 を 、
deverbal verbai suffixで 、 momentary aspectを 表 示 す る も の と 解 釈 す る 。 そ の 結
果 、 閃o。k伽6skeに 対 し 、 上 で 設 定 し た 意 味 を 参 照 す る こ と に よ り 、 《 瞬 間 、 パ ッ と
目 を 外 界 か ら 遮 断 し 、 覆 う も の 》 と い っ た 意 味 を 仮 定 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、
麗o.k6m6skeは 、 た と え ば 、 現 在 、 ハ ル ハ 方 言 で は 、 xe一 θr《6pOEb(眉)》を 意 味 す
る が 、 元 来 は 、 《Be-(瞼)》 が 原 義 で あ っ た こ と を 物 語 っ て い る に 他 な ら な い 。
 こ の こ と は 、 中 世 の 文 献 『ム カ デ ィ マ ッ ト ・ア ル ・ア ダ プ 』 で 、k6mδskeが 《 瞼 》
を 意 味 し て い た こ と 、
(ム)ni面n―i k6m6ske hurbaqsan
      臉 が 裏 返 っ た
《ero Beκo BHBopo7K超ocb》(250)
(cf.ハ ル ハ30BXH yPBax《 瞼 が 裏 返 る 》)
さ ら に 関 連 諸 言 語 で 、 満 州 文 語 伍a.)xumsun・ 錫 伯 語kumskunが 《瞼 》 を意 味 して い
る こ と か ら も 、 十 分 支 持 され る。
 と こ ろ で 、Mo. k6m6ske:凹a. xumsunは 、 語 構i成 分 析 の 結 果 、 前 者 が 蒙 古 文 語 内 部
で 、 同 語 根 語k6m6―g, k6m6-rge, k6mO-ri-, k6m6―kei等 を も つ が 、 後 者 が 満 州 文 語
内 部 で 、 同 語 根 語 を も た な い こ と か ら 、 時 代 的 に は 明 ら か で は な い が 、Ho.→Ha.へ
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借 珊 さ れ た 可 能 性 が 高 い も の と思 わ れ る。 仮 に そ う だ とす れ ば 、Mo.→Ma.へ 借 用 さ
れ た 時 期 に は 、Mo. k6mOskeは 明 らか に 《臉 》 を意 味 し て い た こ と に な る。
(B)Mo.anisqa
 ―一 方 、anisqaは 、 ani-s―qa6)と 分 析 さ れ 、 こ の 一s― をdeverbal verbal sllffixで 、
momentary aspectを 表 示 す る も の と 解 釈 す る 。 ま た 、 動 詞 語 幹ani一 は 、 次 の よ う な
意 味 を も つ 。
ani―/a-X
(L) 《to close one's eyes; for a wound, crack, or fissure to close》
(H) 《to close the eyes; to close up》
HY瓦 aHHx  《to close the eyes; to die》
戡apx aHHx《for a wound to close up》
(蒙 漢)ani― 《(不 及 動)① 閉 眼 ② 癒 合 ③ 閉 合 》
(1旺) 《anisqa qamkiqu Jerge―yin》
   瞼 が 閉 じ る  等 の
し た が っ て 、Ho.anisqaに 対 し 、 動 詞ani-《(眼 ・傷 が)閉 じ る 》 よ り 、 《 瞬 閻
パ ッ と 目 を閉 じる も の 》 とい う意 味 を仮定 す る こ とが で き る 。 こ れ は 、 悔.k6m6ske
の 場 合 と同 様 、anisqaの 原 義 が 《瞼 》 で あ つ た こ と を物 語 っ て い る7,。
 さ て 、 こ こ で 、Mo.anisqaのanis―が 、 実 際 にmomentary aspectの 意 味 を 保 持 し て
い た か ど う か を 、 中 世 の 文 献 『ム カ デ ィ マ ッ ト ・ア ル ・ア ダ プ 』 よ り 、 検 証 し て 見
る こ と に す る 。
①hanis・ba nidUn―i《co-Hy』r-3a》(181)
 閉 じ た  目  を
②qata'nhanis・ba《c-bHo-xHy湿 》(295)
激 し く く し ゃ み を し た
hanisqa・ba     《qHx騒y』 》(181)
く し ゃ み を し た
hir6be   hanisqa・qsan 《npoH3Hec 6誣aroe Ho罧e』a臼He qHxHyB坩eMy》(185)
祝 福 し た く し や み を し た も の を
(ム)で は 、 上 で 見 た よ う に 、hanis一 は 、
① 《(目 を)閉 じ る 》
② 《 く し や み を す る 》(cf.匿o. nayitaYa-《to sneeze》)
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の2つ の 意 味 で 用 い ら れ て い る 。 ま た 《(目 を)閉 じ る 》 に 対 し 、 実 証 さ れ る 形 式
は 、hani― で は な く 、hanis一 の 方 で あ る 。 し カ・し 、 蒙 古 文 語ani― や 、 現 代 語 諸 形 式
(ハ ル ハa-X、 ブ リ ヤ ー トa-xa、 カ ル ム ィ クa-X、 保 安hani-、 土 族xang-)か ら 、
当 時 、haniづhanis一 の 形 態 的 対 立 が あ っ た も の と 推 定 さ れ る 。
 さ ら に 、 こ こ で は 、hanis一 が 、現 代 語 諸 方 言 で は 見 られ な い 《 く し や み をす る 》
の 意 で 用 い ら れ た こ とに 注 目 した い(《 く しゃ み をす る 》 に 対 して は 、 通 例 、 蒙 古
文 語nayitaYa一 及 び そ れ に対 す る 現 代 語 諸 形 式 が 対 応 す る)。 これ に 対 して 、筆 者
は 、 次 の よ う に 考 え る。 す なわ ち 、hanis一 は 、 hani-s一 と分 析 さ れ 、 元 来 、単 に 《
(目 を)閉 じ る 》 の 意 昧 に 、momentary aspectの 意 味 を付 加 した 、 《瞬 間 、パ ッ と
目 を閉 じ る 》 と い う意 味 を表 示 した た め 、 そ れ が 《 く し ゃ み をす る 》 とい う瞬 間 的
な 行 為 を も 意 味 す る よ うに な っ た(意 味 の 特 殊 化)。 換 言 す れ ば 、 《 く しゃ み を
す る 》 と い う 瞬 間 的 な 行 為 を表 わ す の に 、hani― で は な く、 hanis― が 用 い られ た 背
景 に は 、deverbai verbal suffix-s― の 珊omentary aspectの 意 味 が 作 用 した もの
と 思 わ れ る 。
 以 上 の 結 果 、 『ム カ デ ィ マ ッ ト ・ア ル ・ア ダ プ 』 に 見 え るhanis一 は 、 形 態 的 に は 、
hani一 と 対 立 し 、 意 味 的 に はmomentary aspectの 意 を 、 内 に 合 ん で い る と 解 釈 す る
こ と が で き る 。
 以 上 、(A)、(B)で 見 た よ う に、 阿o.anisqa, k6m6skeの 指 示 物 は 、 元 来 、 い
ず れ も 、 《眉 》 で は な く 、 《臉 》 に 有 利 で あ る こ と が 、 語 構 成 分 析 の 結 果 、 明 らか
と な っ た 。 そ れ で は 、 両 者 は 、 元 来 、(蒙 古祖 語 に お い て)全 く同 一 物 を指 示 した
の で あ ろ う か 。 こ こ で 、 再 度 、動 詞 の 語 根 部 分 の 意 味 を検 討 し て み る と、 両 者 に は 、
あ る 相 連 点 が あ る こ とに 気 づ く。
 前 者anisqaは 、 動 詞ani-《(眼 ・傷 が)閉 じる 》 か ら派 生 した 語 で あ り 、 《閉 じ
る 》 た め に は 、 開 口部 の 両 面 が な い と 、閉 じる とは 言 え な い 。 す な わ ち 、 上 瞼 と下
瞼 が 合 わ さ っ て 、 は じめ て 閉 じる こ とが 可 能 とな る わ け だ か ら 、麗o.anisqaは 、 元
来 、 上 ・下 瞼 を指 し た も の と考 え られ る。
 一 方 、 後 者kδm6skeは 、動 詞 語 根 竃k6mO-《 事 物 を上 か ら覆 う》 か ら派 生 した 語 で
あ り 、 た と え ば 、 これ よ り、 さ ら に派 生 した動 詞k6mδTi― 《ひ っ く り返 す(物 の 表
や 上 を 、下 に 向 け る)》 の 円弧 上 の 移 動 方 向 は 、 上 臉 の それ と ま さ に一 致 し、 下 瞼
は 直 接 関 与 しな い こ とか ら 、Mo. k6m6skeは 、元 来 、 上 瞼 の み を指 した も の と考 え ら
れ る 。
 以 上 の 結 果 、 筆 者 は 、-o.anisqa, k6m6skeに 対 し 、 元 来 、 次 の 部 分 を 指 示 し て い
た も の と 推 定 す る 。
anisqa 《*上 瞼 ・下 瞼 の 部 分(瞼 の総 称)》
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 k6mδske《 塞上 臉 》
こ の 推 定 は 、 蒙 古 語 で 、 《唇 》 と 《下 唇 》 が異 な る単 語
urUYul /ypyH 《 上 唇 ・下 唇 の 部 分(唇 の 総 称)》
k6服6kei/xeMX曲 《 下 唇 》
で 表 わ さ れ て い る こ と と合 わせ て 考 え る と、一 層 興 味 深 い 。
最 後 に 、Mo.anisqa, k6m6skeの 意1味 変 化 の 過 程 を 説 明 す る こ と に す る 。
 先 ず 、 凹o.anisqa, kδm6skeの 意 昧 を 、 文 献 に 照 ら し 合 わ せ な が ら 、 そ の 跡 を た ど
っ て み る と 、 次 の よ う に な る 。
【中 世 蒙 古 語 】
『ム カ デ ィ マ ッ ト ・ア ル ・ア ダ ブ 』
han孟sqa 《6POBb (眉) 》
k6m6ske《BeKO(瞼)》
中 世 の 漢 蒙 対 訳 語 彙 集 で は 、漢 語 の 《眉(毛)》 に 対 す る 蒙 古 語 は 、 次 の よ うに 見
え る(た だ し、 《瞼 》 と い う項 目 は設 定 さ れ て い な い)。
  至 元 訳 語8) (1325):合 祢 四[匣]
『華 夷 訳 語 』  (1389):哈 泥 思 中合
『登 壇 必 究 』  (1599):哈 泥 四哈
『盧 龍 塞 略 』  (1610):哈 泥 思 哈
薊 門 防 禦 考9)(1621):克 木 厮 克
【近 代 蒙 古 語 】
『三 合 便 覧 』10}(1780):xumsun,眼 胞, anisqa (anisxa)
           faitan,眉, k6m6ske(kumusge)
r綏 遠 志 』   (1908):庫 木 色 克 《眉 》
以 上 の 結 果 は 、 次 の よ う に ま とめ る こ とが で き る 。
中世蒙古語  →近 代
蒙古語
蒙 古 祖ii吾 西部 蒙古語 東部蒙 古語
(h)anisqa《*上 ・下 瞼 》 《眉》 《眉》 《瞼 》
k6皿6ske 《宰上 瞼 》 《瞼 》 ― 《眉 》 《眉 》
                   ～17c～




で 表 わ され 、 こ の 意 味 分 担 は 、 一 見 した 所 、 現 在 の 土族 語 に 踏 襲 さ れ た か の よ うに
見 え る 。
(土 族 語)東 溝 方 言:     那 龍 溝 方 言:
    XanaSGa《 眉 毛 》  XanaSqa  《SOUrCilS》
    komosgo《 眼 簾 》n} k'uomosGuo《paupi6re》
2.近 世 の 文 献(1621年 の 薊 門 防 禦 考 以 後)で は 、 両 者 の 意 味 は逆 転 して 見 え 、 現
在 の 蒙 古 語 等 に 踏 襲 さ れ た 。
た だ し 、Ho. anisqaは 、 近 世 か ら現 代 に か けて 、Ho. Jobki置2}(《 瞼 の 外 角 》→ 《瞼
(総 称)》)に 取 っ て 代 わ られ た 。
(オ ル ド ス) D乏oB`kXi  《paUpi6re》/k`6m6SkXO  《SOUrCil》
(ハ ル ハ)  30B一 置3) 《Be-》  /翼o-or   《6pO-》
(カ ル ム ィ ク)3一 旺30B陥]《BeKo》  /KYHcr[KYMcer]《6poBゆ
 さ て 、最 後 に 残 さ れ た 間 題 は 、凹o.anisqa, k6m6skeの 意 味 変 化 の 過 程 を ど の よ う
に 説 明 し た ら よ い か 、特 に 、(h)anisqaの 意 昧 変化 の 不 自然 さ(ぐ 上 ・下 瞼 》→ 《
眉 》 → 《瞼 》)を 、kδm6skeの 意 味 変 化(《 ‡上 瞼 》 → 《瞼 》 → 《眉 》)と の 関 係 に
お い て 、 ど の よ う に把 え た らよ いか とい う点 にあ る。
 これ に関 し、 筆 者 は 次 の よ う に解 釈 す る 。
一 中 世 蒙 古 語 の 少 な く と も あ る 時 期 ま で は 、 現 在 、我 々 が 言 う所 の 《眉 》 と 《臉 》
の 区 別 が 、 単 一 語 の レベ ル で は 、 まだ な さ れ て お らず 、 直 接 《眉 》 の み を指 示 す る
語 が 存 在 し な カ・っ た か 、 あ る い は 、 《眉 》 は 《瞼 》(hanis a)の 一 部 分 と し てみ な
さ れ て い た 一 も の と推 定 す る 。
 す な わ ち 、 中 世 蒙 古 語 に 見 え るhanisqaの 意昧 範 囲 は 、 先 に 推 定 した 蒙 古 祖 語 の
《上 ・下 瞼 の 部 分(瞼 の 総 称)》 と同 一 で あ っ た か 、 少 な く と も 、 《眉 を含 む 上 ・
下 瞼 の 部 分 》 を 指 示 した も の と推 定 す る 。
 し た が っ て 、 中 世 の 文 献 で 、 漢 語 眉(毛)、 チ ュ ル ク語qa§ 《6pOBb》 に 対 す る蒙
古 語 訳 と し て 、 結 果 的 に 、 次 の よ う な 図 式
漢 語    蒙 古 語    チ ュル ク語
眉(毛): 哈 泥 思 中合
      hanisqa    : qa忌
が成 立 した の は 、 いわ ば、2言 語間 の語彙の意味構造 のず れが 生 んだ結 果 と解 釈す
る。
私 見 に よ れ ば 、(h)anisqa, kδm6skeの 意 味 は 、 蒙 古 祖 語 か ら 、 中 世 を 経 て 、 近 世
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・現 代 に 至 る ま で に 、 次 の よ う に変 化 した 。
蒙古祖語 中世蒙 古語 近 世 現代
(h)anisqa《 零上 ・下 瞼 》 →
cf. Jobki《 瞼 の 外 角 》
k伽6ske 《 塞上 瞼 》  →
《(眉 を含 む?)上 ・下 瞼 》
《上瞼 》
→ 《瞼 》 …
    … ―》《 瞼 》
→ 《眉 》 … 一・
k6m6skeが 文 献 上 、 《瞼 》 では な く 《眉 》 で 現 わ れ る の は 、1621年 の 『武 備志 』 巻
227所 収 の 薊 門 防 禦 考 が 初 めて で あ リ(眉/克 木 厮 克 と見 え る)、1610年 の 『盧 龍
塞 略 』 に は 、 《眉 》 に 対 し 、喀 泥 思 哈 と見 え る か ら 、 お そ ら く 、17世 紀 前 葉 に は 、
kO醗6skeが 《上 瞼 》 か ら そ のす ぐ上 の 部 分 、す な わ ち 、 《眉 》 を意 味 す る よ う に な
り、 そ の 時 点 で 初 め て 、現 在 、我 々 の 言 う所 の 《眉 》 と 《瞼 》 の 意 味 に 、 完 全 に分
化 さ れ る に 至 っ た も の と推 定 す る 。 また 、k6mδskeが 《上 瞼 》 か ら 《眉 》 を意 味 す
る よ う に な っ た 背 景 に は 、(h)anisqaの(h)ani― が 《閉 じる 》 とい う原 義 を保 持 した
一 方 で 、kδ 珊6skeの 拿k6m6一が 《物 を上 力・ら覆 う》 と い う原 義 を、 中 世 か ら近 世 に 移
る 間 に 、 徐 々 に 失 つ て い っ た こ とが 作 用 した も の と思 わ れ る 。
2. 3. (A)凹o.onisqa
凹o.onisqaに 対 応 す る 現 代 語 の 諸 形 式 は 、 次 の よ う で あ る 。
(ノ丶丿レノ丶) oHbcro      《3ara云 κa, (H)riddIe》
    oHbc『o Taax 《oT「a皿 ロBa7L 3ara丑Ky, (H)to guess a riddle》
(内 蒙 古)onisOYa   《(名)謎 語 》
    onisOYa taYa― 《猜 謎 語 》
(オ ル ド ス)oniSXO   《6nigme》
     onisxo t`盃 ― 《deviner une 6nigme》
(ブ リ ヤ ー ト)側 曲or
      OHb}」or 7r3 《morOBOPKa》
(カ ル ム ィ ク)oバsxD《R批sel》
ま た 、Ho. ono-, no― に 対 す る 中 世 蒙 古 語 及 び 現 代 語 の 諸 形 式 は 、 次 の よ う で あ る 。
(秘)斡 那 ―ono― 《予 想 す る 、 推 測 す る 》(266)
(イ)n6・ba   《一 一 』, Ha丗e∬ 》(442)
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(ハ ル ハ)OHox 《1)一 一 丑aTb(B ue』h),
2)pa3ra丑HBaTbち yra瓦HBaTb, npeAB距 丑e7b,
3)nOHH囲aTb, coo6pa濫aT』 》
(内 蒙 古)ono- 《(及 動)① 打 中 、 撃 中 、 命 中 ② 猜 中 、 料 到 》
(オ ル ドス)ono― 《atteindre le but(en tirant), comprendre, deviner juste》
(ブ リ ヤ ー ト)OHoxo《1)一 一 瓦a7b(B齢 』b),
           … 中 略 …
          4)yra且HBaTb》
(カ ル ム ィ ク)onoXD《(gut)geraten,(das ziel)treffen》
(保 安 語)大 燉:nOYO-/nu―《打 中 》
(東 郷 語)
(土 族 語)
(東 部 裕 固 語)
(ダ グ ー ル 語)
nau-《 中 、 命 中 》
nau― 《(撃)中 、(撃)着 》
nu:― 《撃 中 、 射 中 》
no:― 《打 中 》
筆 者 の 考 え で は 、 遡o.onisqaは 、 oni-s-qaと 分 析 さ れ 、 こ の 一s一 は 、 deverbal ver-
bal suffixで 、 momentary aspectを 表 示 す る も の と 解 釈 す る 。
 ま た 、 動 詞 語 幹 ㌔ni― は 、 動 詞ono― 《 当た る、 命 中 す る 、 言 い 当 て る》 の 《単 発
性 、 一 回 性 、 瞬 時 性 》M)を 表 わ す 非 生 産 的 語幹 で あ る と推 定 さ れ る か ら 、 結 局 の
所 、凹o.onisqaに 対 し 《瞬 間 、 パ ッ と言 い 当 てる も の 、 命 中 す る も の 》 とい う意 味
を 仮 定 す る こ と が で き 、 これ が 《謎 、 な ぞな ぞ 》 を意 昧 す る よ う に な った も の と考
え る こ と が で き る 。
(B) 凹o.Jogis―
(1、) Mo. Jogis―, JoYos―       《vi.to have hiccups》
   JoY/JoY tus-, JoY ki- 《to startle, stop suddenly》
こ れ に 対 す る 現 代 語 の 諸 形 式 は 、 次 の よ う で あ る 。
(ノ 丶丿レル丶) 30rbcox 《Hxa7b, (H) to have hiccups》
30r《(副)動 作 の ―一時 中 断 を 表 わ す(小 沢p.185)》
30r Tycax,30r一纛X《 册e3a11"00C7aHaB朋BaTLC躍》
(オ ル ド ス)D乏ogis-《avoir le hoquet》
     D乏09    《ono皿at.: ide6 d'arr6t》
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(ブ リ ヤ ー ト)30--XO《1)-aTb(o qe-BeHe),
            2)rpoMKo 瓢冠qa7L, peBeTb (o Hopo3e, H3K)6pe)》
(カ ル ム ィ ク)zoYodDxD,0(zo琴doxD)《schluchzen》(cf.オ イ ラ ト 文 語zoYodxu)
筆 者 の 考 え で は 、 憩o.Jogis一 は 、 JoY-i―s― と 分 析 さ れ 、 こ の 一s一 を 、mo鵬entary as-
pectを 表 示 す るdeverbal verbal suffixで あ る と 解 釈 す る 。
 先 ず 、JOYは 《動 作 の 中 断 》 を表 わす 副 詞 的 要 素 で あ る こ とが 、 次 の 例 よ りわ か
る。
煙o.JoY tus―  / 30r 7yca竃 《(H) to stop suddenly; to start》
No. JoY ki-   / 30r xH前x  《(H) for an animal to stop suddenIy; to break
              off work》
次 に 、 そ の 直 後 の 要 素 一i―は 、 前述 のonisqaの ―i―と同 様 、 《動 作 の 単 発 性 、一 回
性 、 瞬 時 性 》 を 示 すsuffixM)で あ る と考 え られ る。 また 、蒙 古 文 語 で は 、 Jogis一
と同 時 に 、 」OYOS一 と い う形 式 も 見 え るか ら(こ こ に 、 動 詞 語 幹2Jogi-,‡ 」OYO― が
抽 出 さ れ る)、 動 詞 語 幹 ℃ogi一 は 、 ま さ に こ の 動 詞 零」OYO― の 《単 発 性 、一 回性 、
瞬 時 性 》 を表 わ す 語 幹 で あ る と理 論 的 に説 明 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、恥.
Jogis一 に 対 し 、 《瞬 間 、 パ ッ と息 が止 まる 》 と い う意 味 を仮 定 す る こ と が で き 、 こ
れ が 、 《 し ゃ っ く り をす る 》 を意 味 す る よ う に な った も の と考 え ら れ る 。
3.甘 粛 ・青 海 省 の 孤 立 語 に の み 見 え るdeverbal verbal suffix-s一
 Momentary aspectを 表 示 す るdeverbal verbal suffix―s一 は 、 極 め て 非 生 産 的 な
suffixで あ る が 、 い わ ゆ る 甘 粛 ・青海 省 の 蒙 古 系 孤 立 的 諸 言 語 の 土 族 語 ・東部 裕 固
語 に も 、 そ の 痕 跡 が 見 られ 、 広 く蒙 古 語族 に 共 通 した も の と思 わ れ る 。
3.1.土 族 語gimsu:1《 蒼 蠅 》
土 族 語gimsu:1に 対 応 す る 蒙 古 文 語 形 、 中 世蒙 古 語 及 び現 代 語 の 諸 形 式 は 、次 の よ
うで あ る 。
Ho.sime- (simi-)
《vt.to draw a liquid into the mouth,
suck up or in; to sip; to suck (as
candy)》
爼o.simaYul (simuYul)
《small insect, midge, gnat,
mo quito》
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(秘)食 米 一 面mi-《 哂 》(173)
(ム)前me-/
鳶三me・be    d61  k61esUn-iぐ333)
吸 収 し た 外 套 が  汗 を
  《旧y6aB-7-a-T》
(ハ ル ハ)田 一3x《cocaT5, BblcaCH8aTゆ
(内 蒙 古)sime― 《 吮 、 吸 、 呻 、 撮 》
(オ ル ドス)忌ime-《sucer》
(ブ リ ヤ ー ト)悶19Mgx3《 脇cac鵬aTb COK》
(保 安 語)年 都 乎:gime-《 吮 、 吮 吸 》
(土 族 語)¢imu― 《① 吸 ② 吮 》
(東 部 裕 固 語)∫ θme-《 吮 乳 、吮 吸 》
(ダ グ ー ル 語)∫im― 《吸 》
(華 ・甲)石 模 丁温 §imガui《 蠅 》




(内 蒙 占)si皿aYuj《 ① 白 蛉 子(チ ョ ウ
      バ ェ)② 小 黒 蠅 ③ 蚊 子 》
(オ ル ドス)§imOI(i)
  《cOUSin, 稱OUCheron, mOUStique》
(プ リ ヤ ー ト)腿.yMyy』
《 1)H&ceKoMoe, 2)矼ap紅. K xoP翼o唾
  XOPXO曲 脚 醵yy』/HaceK一ロe》
(土 族 語)Gi醐:1(gimul) 《蚊 子 》
    gimSU:1   《蒼 蠅 》
(東 郷 語)sunbeo(sunbeB)《蒼蠅 》
(ダ グ ー ル 語)∫omo:1  《蚊 子 》
凹o.simaYulは 、 sima-Yulと 分 析 さ れ 、-Yulは 《行 為 者 》 を 表 示 す るdeverbal nomi-
nal suffixで あ る 。 ま た 、 蒙 古 語 の 第1音 節 のa～eの 交 替 は 、 し ば し ば 見 ら れ る 現
象 で あ る か ら 、 動 詞 語 幹 宰sima一 は 、 sime-《 吸 う 》 の 交 替 形 と し て 、 か つ て 存 在 し
た 可 能 性 が あ り 、 こ れ に 一Yulが 接 尾 し 、sima・Yulが 形 成 さ れ た も の と 解 釈 す る 。
 さ て 、 土 族 語Gimu:1は 、 gim(u)-u:1と分 析 さ れ 、 ま さ に 澀o.sima・Yulに 対 応 す る
も の で あ る 。 一 方 、 土 族 語gimSU:1は 、 gim(U)―S-U:1と分 析 さ れ 、 筆 者 は 、 こ の ―S一
をdeverbal verbal suffixで 、 冊omentary aspectを 表 示 す る も の と 解 釈 す る 。
 よ っ て 、 前 者gimu:1は 、 単 に 《吸 う 行 為 者 》 を 意 味 す る の に 対 し 、 後 者gimsu:1
は 、 《瞬 間 、 パ ッ と吸 う 行 為 者 》 を意 味 し 、 両 者 は 、 動 詞 のaspect、 す な わ ち 、
momentary aspectの 有 無 に よ る 連 い を 反 映 し て い る も の と 思 わ れ る 。
 次 に 、Gimu:1とgimsu:1の 実 際 の 指 示 物 につ い て検 討 して み る 。 両 者 が 、仮 に 《
蚊 》 と 《蠅 》 の い ず れ か を指 示 す る と い う箭 提 に立 て ば 、 両 者 は 、gimu― 《吸 う》
す る 行 為 の 時 間 的 なaspectの 差 に よ って のみ 区別 さ れ 、一 般 に 、 《吸 う》 行 為 に 対
し て は 、 《蚊 》 の 方 が 、 《蠅 》 よ りも瞬 時 的 であ る と考 え られ る か ら 、 元 来 一s― を
有 す る 形 式 ¢i皿SU:1が 《蚊 》 を 、-S一 の 無 い形 式gi皿U:1が 《蠅 》 を意 味 した も の と推
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定 さ れ る(特 に 、G鋪u:1が 、土 族 語 内 部 で 元 来 、 《蠅 》 を 意 味 した で あ ろ う こ とは
凹0.simaYulに 対 応 す る 形 式 が 、た とえ ば 、 ハ ル ハ 方 言 で は 、 myMyyユ 《-Map(蚊)》
を 意 味 す る が 、 中 世 蒙 古 語 に ま で遡 る と、 『ム カ デ ィマ ッ ト ・ア ル ・ア ダ プ 』 、漢
蒙 対 訳 語 彙 集 覧6}と も 、 す べ て 《蠅 》 を意 味 して い た こ とか ら も 、 容 易 に想 像 で き
る)。 し か し な が ら 、 実 際 は そ の逆 で 、土 族 語 で は 、現 在 、Gimu:蓋 が 《蚊 》 を 、
Gimsu:1が 《蝿 》 を 意 味 し て い る。 そ れ で は 、 一 体 な ぜ 、 両 者 の 意 味 が逆 転 して し
ま っ た の だ ろ う か 。.詳 し く は 、今 後 の 研 究 が 俟 た れ る が 、1つ の 可 能 性 と して 、 中
世 か ら 、 近 世 ・現 代 に 移 る 間 に 、何 らか の 理 由 で 、樋o.simaYulに 対 応 す る 形.式 に対
し、 《蠅 》 → 《蚊 》 に変 化 す る一 定 の 潮 流 が あ る言 語 群 で 起 こ り 、土 族 語 も 、 そ の
中 に 巻 き 込 ま れ た 可 能 性 が 考 え られ る 。
(土 族 語)
縄正
    推 定 され る原 義 現 在 の 土 族 語
Gim-u:1  《零蠅 》 → 《蚊 》
Gim-S-U:1 《*蚊 》 → 《 蠅 》
血・一 蕊一E競lll隱i
しか し 、 こ こ で 重 要 な の は 、 両者 の 意 味 が な ぜ 、逆 転 して し ま っ た とい う点 に あ る
の で は な く 、1つ の 動 詞 語 幹gimu一 か ら派 生 した2つ の 名 詞 が 、 deverbal verbaI
suffix-s一 の 禽 無 に よ っ て の み 、 両老 の 意 味(《 蠅 》 と 《蚊 》)を 区別 して い る 点
に あ る 。
 つ ま り 、 土 族 語gimsu:1に 見 え るdeverbal verbal suffix-s一 は 、 単 に 、 酌.
simaYul等 に 対 応 す る 形 態 上 の 一 変 種 で は な く 、 土 族 語 内 部 の 語 形 成 の 上 で 、 極 め
て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と言 え る 。
3.2.東 部 裕 固 語ta:smaG《 謎 語 》
東 部 裕 固 語ta:smaGに 対 応 す る蒙 古 文 語 形 、 中 世 蒙 古 語 及 び 現 代 語 の諸 形 式 は 、 次
の よ う で あ る 。
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醒0.taYa-
《Vt.tO gUeSS, SUr皿iSe, SOIve a
  riddle》
onisqa taYa― 《to solve a riddle》
(ム)しa'a―/
ta'aldu'01・ba   {ユile-yi(338)
言 い 当 て さ せ た 物 事 を
《3aC-B-yra丑aTも 几e-》
( ノ丶ル蓋ノノ丶 )  Taax
《1)OTra胴 罸a7b, pa3ra瓦b田aTb,
 2)npe瓦HO丑ara7b》
(内 蒙 古)taYa― 《(及)猜 、 猜 測 、
             猜 想 》
(プ リ ヤ ー ト)雪aaxa
《1)OTra且HBaTb, yra胴BaTあ,
 2)Hpe且noπaraTb》
(カ ル ム ィ ク)Taax[Taax司
  《npe丑yra腿BaTb, npe-Ka3日BaTb》
(保 安 語)大 燉 :ta― 《猜 》
    年 都 乎:ta:― 《猜 》
(東 郷 語)  ta- 《猜 》
(土 族 語)  ta:― 《猜 》




(ノ 丶 ルレ ノ丶) Taa紐ar 《旧pe江 匸iO』o》藍踊Teハb開H蝨 》
(内 蒙 古)taYamaY
《(名)① 臆度 、臆想 、臆 測
   ② 推 想、推 測》
(ブ リ ヤ ー ト)TaaMar
《1)3ara丑oq翻,7aHHC7日e蒼 田 齠,
 2)raπaTe誼bHH臼, 旺pe皿110」lo撒 盟Te』bHH臼 》
(カ ル ム ィ ク)Ta翻 』a
《pe五 一1)3araμoq踊,
2)Hpe-o一 ㍑一e一 羅bl蠡》
(東 部 裕 固 語)ta:smaG《 謎 語 》
      ta:smaG ta:一 《 猜 謎 語 》
東 部 裕 固 語ta:s組aGは 、 ta:―s―maGと 分 析 さ れ 、 ―maG(皿Q.¶aY/meg)は、 《 行 為 の 結
果 、 生 じ た 状 態 や も の 》 を 示 すdeverbal nominal suffixで あ る 。 ま た 、 こ の 一s―は 、
田omentary aspectを 表 示 す るdeverbal verbal suffixで あ る と 解 釈 す る 。 こ こ で 、
ta:一 は 、 《 言 い 当 て る 》 の 意 味 で あ る か ら 、 東 部 裕 固 語ta:smaGは 、 《 瞬 間 、 パ ッ
と 言 い 当 て る も の 、 解 く も の 》 と い う意 昧 を 仮 定 す る こ と が で き 、 こ れ が 、 《 謎 、
な ぞ な ぞ 》 を 意 味 す る よ う に な っ た も の と考 え ら れ る 。
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 さ て 、 形 態 的 に 、 東 部 裕 固 語ta:smaGと 対 応 す る の が 、 蒙 古 文 語taYamaY、 ハ ル ハ
Taa朋r、 プ リ ヤ ー ト ー-ar、 カ ル ム ィ クTaaM』aで あ る が 、 こ れ ら は お お む ね 、 《 予
想 さ れ た 、 推 測 の/予 想 、 推 測 》 を 意 昧 し 、 東 部 裕 固 語 の 《謎 語 》(謎 、 な ぞ な ぞ)
と は 、 意 味 の 上 で や や 開 き が あ る 。 意 味 上 、 む し ろ 一 致 す る の は 、2.3.(A)で
述 べ た 凹o.onisqaで あ る 。
 し た が っ て 、 東 部 裕 固 語 のta:smaGに 見 え るdeverbal verbal suffix-s一 は 、 単
にMo. taYamaY等 に 対 応 す る 形 態 上 の 一 変 種 を 反 映 し て い る の で は な く 、 東 部 裕 固 語
内 部 の 語 形 成 の 上 で 、 こ れ また 、 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と 言 え よ う 。






4. 『蒙 古 秘 史 』 に 見 え るdeverbal verbal suffix-s一
        脱 勒乞 思 一
こ こ で は 、deverbal verbal suffix―s一 が 、 『蒙 古 秘 史 』 の 中 で 、 皿omentary as-
pectの 意 味 を 表 示 す る も の と し て 用 い ら れ て い た 可 能 性 が あ る こ と に 、 言 及 し て お
き た い 。 場 面 は 、 『蒙 古 秘 史 』 の56節 で 、 後 に 、 チ ン ギ ス 可 汗 の 母 と な る ホ ェ ル ン
が 、 イ ェ ス ゲ イ に 略 奪 さ れ た 有 名 な 場 面 で あ る 。 こ の 文 の 主 請 は 、 ホ エ ル ン で あ る 。
… …斡 難 沐 舌漣 泥 脱 勒乞思塔刺 槐主不児
河 名  河 行   震 動 波 浪   林 川
Onan  mUren-i  tolkis・tala  hoi Jubur
擣兀舌里思塔刺 也客擣兀巴児  委亦刺周 阿亦速恢突児…
  震動  大 声裏  哭着 意的 時
dau'i}ris・tala  yeke dau'通 一bar   uiyila・Ju ayis・u。qui―dur
こ の 箇 所 の 主 な 現 代 語 訳1η を 掲 げ る と 、 次 の よ う で あ る 。
那 河(1907)《 … 斡 難 河 を 波 立 た す る ま で 、 林 河 原 を 震 動 す ま で 、 大 聲 に 哭 き て 來 つ
       る時 … 》
小 林(1941)《 … オ ノ ンの 流 れ に浪 立 た す ほ ど 、林 や 川 原 を震 ひ 動 かす ほ ど 、 大 聲 で
哭 き 乍 ら 來 る と… 》
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岩 村(1963)《 … オ ナ ン河 に 波 立 つ ほ ど に 、林 や河 原 をふ る わ せ る ほ ど に 、 泣 い た 。
       … 》
村 上(1970)《 … オ ナ ン河 の 波 響 動 む'ま で 、林 や川 原 辺 の 振 る う ま で に 、 大 声 で 泣 い
       て く る と … 》
小 沢(1984)《 オ ナ ン 河 の 波 だ つ まで 、森 林 の とよ む まで 、 大 声 に て 泣 き て 行 く に … 》
丑a翫且HHCYP3H, U. (1976)
《-・.OHoH 踊epHH藷r 」【oJlr躍 涯Toπ, o眞 n互yry面f raHKTaJ聖 謎翼 長yyraap y面 躍a瓦a丑 ・●●沙
小 沢(1984)が 指 摘 し た よ う に18)、 秘 史 に 見 え る 脱 勒乞 思 ―(tolkis-)は 、 語 頭 子 音
の 無 声 ・有 声 の 違 い 藍9)は あ る も の の 、 形 態 的 に は 、 凹o.dolgis一 に 対 応 す る の は 間
違 い な い で あ ろ う 。
 こ れ に 対 す る 現 代 語 の 諸 形 式 及 び 意 味 は 次 の よ う で あ る 。
( ノ丶ルiノ丶 )
(H) 瓦o』r闘cox 《to be tormented; to be agitated》
cf.員o-HX 《to wave, undu豆ate》
 丑o刀rH』ox 《to move in waves; to be agitated》
(内 蒙 古)
(蒙 漢)dolgis- 《(不 及)① 顫 抖 、 悸 、 悸 栗/Ji而ke～ 心 悸 ② 抽 痛 ・-》
cf. dolgi― 《(不 及)起 浪 、 波 動/usu～ 水 起 浪 》
  dolgila-《(不 及)翻 浪 、 浪 涛 洶 涌 、 波 浪 滾 滾 … 》
(ブ リ ヤ ー ト)
 五〇一 一 〇XO《BO-OBaTちCq(O qe一 日eKe)》
cf.汲 一rH-o《1)-ecKa7bc旺,一 丑H-aTbc経, B3丑b田a-cπ(o Bo…ax),
        2)BO…OBaTbCH(O H …ax,-Be)》
haHaa c9羝bX9皿93-』-COxo/3YPxθe(H-3YP翼3e9)丑0--oH X9躍9区3
 気 持 ち が   動 揺 す る    心 臓 が     ドキ ドキ し 話 す
皿oJlrH再xo caJlr跖 瓜axa / 丑aJla覚 6ara 39pr3 丑oJ―rHJioH 6a舜raa
(海 が)波 立 つ  海 が わず かに 波立 っ て いる
 以 上 の 結 果 、 ハ ル ハ モ ン ゴル 語 で は 、 蔑0再m―と 一 肛 一 一 は 、 互 い に趣 を異 に し、
前 者 は 、 実 際 に 《波 立 つ 》 を意 味 す るの に対 し、 後 者 は 、主 に 精 神 的 に 《波 立 つ 》 、
す な わ ち 、 《 動 揺 す る 、 興 奮 す る 》 を意 味 す るよ うで あ る 畳8}。 また 、 こ の 区 別 は
内 蒙 古 方 言 に も ほ ぼ あ て は まる。 一 方 、 ブ リヤ ー ト語 に お い て は 、 こ の 区 別 が 、
珊 一 一 一と 一a-C― の 間 に 確 認 さ れ 、 前 者 は 、主 に 《0帥 …a(波 に つ い て)》 、後 者
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は 、 も っ ぱ ら 《oqe-BeKe(人 に つ い て)》 、 用 い ら れ る 。
 さ て 、 い よ い よ 本 論 に 入 り得 る 段 階 と な っ た の で 、 こ こ で 、 秘 史 に 見 え る 脱 勒乞
思 一 に つ い て 、 今 度 は 意 味 の 面 か ら考 察 し て み た い 。 本 文 で は 、 実 際 に オ ナ ン 河 が
《 波 立 つ 》 こ と を 表 わ し 、 ホ ェ ル ン が イ ェ ス ゲ イ に 略 奪 さ れ 、 精 神 的 に 《 波 立 つ 》
す な わ ち 、 《 動 揺 す る 》 を表 わ し て い る の で は な い と解 釈 さ れ る か ら 、 秘 史 の 脱
勒乞 思 一 は 、 意 味 的 に は 、 凹o.dolgis-(ハ ル ハ ー 』-cox、 プ リ ヤ ー トー 』-coxo)よ
り は む し ろ 、Mo.dolgi-(ハ ル ハ ー 一 一)ま た は 一〇.dolgila―(ハ ル ハ 双一r-o翼 、 ブ
リ ヤ ー ト π一r-XO)に 近 い こ と に な る 。 こ の こ と は 、(秘)脱 勒乞 思 一 を 、 直 接Ho.
dolgis― と 比 較 す る の で は な く 、 む し ろ 、dolgi-s一 と 分 析 し 、Mo.dolgi― と 比 較 す る
方 が 、 本 文 の 意 に 即 し て い る こ と を示 唆 し て い る 。
形態的対応




筆 者 の 考 え で は 、(秘)脱 勒乞 思-(tolki-s―)の 一s一は 、 momentary aspectを 表i示 す
るdeverbal verbal suffixと 考 え ら れ る か ら 、 本 文 は 、 次 の よ う な ニ ュ ア ン ス を 含
む 文 と 理 解 し た い 。 す な わ ち 、
… オ ナ ン 河 が 、(一 瞬 ・突 然 ・突 如 と して)波 立 つ ほ ど 、
 森 林 に               響 き わ た るほ ど 、
 大 声 で 泣 い て 行 く時 、 …
ま た 、 前 後 の 文 脈 か ら す れ ば 、 《(何 度 も)波 立 つ ほ ど 》 の 如 く 、 こ の ―s一 を 、
iterativeの 意 味 に 理 解 す る こ と も 全 く の 不 可 能 で は な か ろ う 。 し か し 、 そ う す る
と 、 中 世20)、 現 代21〕 を 通 じて 、 カ・な り 生 産 的 なiterative suffix-la2―(V→V)
が 、 こ こ で な ぜ 、 脱 勒乞 刺 一(tolkiia-)の 如 く 用 い ら れ ず 、 極 め て 非 生 産 的 なsuf―
fix-s一 が 、 脱 勒乞 思 一(tolkis―)の 如 く 用 い ら れ た の か と い う 新 た な 疑 問 が 生 ず る
た め 、 こ の 立 場 は と り か ね る 。
 した が っ て 、 秘 史 の 言 語 で推 定 さ れ る 派 生 関 係 及 び そ の 意 味 は 、 次 の よ うに な る




な お 、 騒。 八aH虱 一C¥P3Hが 、 現 代 語 訳(ハ ル ハ モ ン ゴ ル 語)で 、 一 一 一 丁0』 の 如 く
丑0-H』 一 と い う 語 を 用 い て い る 。 こ れ は 、 秘 史 の 脱 勤乞 思 ― が 、 そ の 後 、 元 来 のmo一
皿entary aspectの 意 味 を 失 い 、 主 と し て 精 神 面 に 転 用 さ れ 、 実 際 の 《波 立 つ 》 行 為
が 、dolgi-, dolgila― に 委 ね ら れ た た め で あ り 、 し カ・も 、 《波 立 つ 》 行 為 を 、 よ り
生 き 生 き と 描 写 的 に 表 現 す る ― 海 、 河 の 水 が 、 実 際 に 波 立 つ の を 表 現 す る 一 に は 、
dolgi一 よ り も 、 ・多 回 体 のdolgiia一 を 用 い る 方 が 、 よ り 自 然 で あ る た め で あ ろ う 。
 し か し 、 こ の こ と は 、逆 に 、 ハ ル ハ モ ン ゴル 語 の 丑o肛 一 一が 、脱 勤乞 思 ― 元 来 の 意
味 を 包 含 す る よ う に な っ た とい う意 味 で は決 して な い こ と に も 注 意 した い 。
5。 お わ り に
 以 上 、 分 析 の 結 果 、deverbal verbal suffix―s― は 、 阻omentary aspect表 示 を そ
の 主 た る 意 味 と し て 、 非 生 産 的 な が ら も 広 く 蒙 古 語 族 に 共 通 し て 用 い ら れ る こ と が
明 ら カ、と な っ た 。
 とは 言 え 、 語 の 意 味 が 一 義 で な い よ う に 、suffix本 来 の 意 味 も ま た 一 義 と は 限 ら
な い の は 当 然 の こ と で あ る。 した が つ て 、本 稿 で は 、 あ く まで もdeverbaユverbal
suffix-s― の 中 心 的 な意 味 を 明確 に した に過 ぎ な い 。 周 辺 的 な 意 味 に 関 して は今 後
さ ら に様 々 な 例 に対 処 す る こ とに よ っ て考 究 さ れ な け れ ば な ら な い。
 最 後 に 、 今 後 に 残 さ れ た 問 題 点 を 指 摘 し て お く こ と に す る 。
L一 般 に 、deverbal verbal suffix―s― は 、 同 じ くdeverbal verbal suffix-d一 と
形 態 及 び 意 味 的 に ど の よ う な 関 係 に あ る の カ・。 た と え ば 、momentary aspectを 表 示
す る 場 合 、 suffix-s― が あ く ま で も 本 来 的(primary)な も の で 、 suffix-d一 は 、 単
に 音 声 変 化 の 結 果 を 反 映 し た2次 的(secondary)な も の に 過 ぎ な い の カ・、 あ る い は
suffix-d一 に も 、suffix―s一 本 来 の 意 味 を一 部 包 含 し て お り 、 両 者 が 古 い 時 代 に 交
替 し て い た の か と い う 問 題 で あ る22)。
2.中 世 の 文 献 『蒙 古 秘 史 』 の 言 語 で は 、 も っ ぱ ら 「-s 動 詞 」 表 現 と し てsuffix
-s(Ramstedt(1902)の言 うConverbum mo皿entanei《 瞬 間 副 動 詞 》23}、 小 沢(1984-
1989)の 言 う 《 副 詞 的 動 態 言 に 接 尾 し 、 動 作 の 瞬 間 性 を 表 わ す 接 辞 》)が 現 わ れ る
が 、 こ れ と 本 稿 で 述 べ たmo瓰entary aspectを 表 示 す るdeverbal verbal suffix―s―
を 、 一 体 ど の よ う な 関 係 で 把 え る べ き な の か と い う 問 題 で あ る 。
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以上 の2点 が 、今 後 に残 され た大 きな課題 で ある。
註
1 ) Ramstedt, G.J. (1912)
  Zur Verbstammbildungslohre der 皿ongo五isch-tUrkischen―Sprachen.
Journal de Ia Soci6t6 Finno-Ougrienne. XXVIII.§61
Ramstedtは 、 Deverbale Verba auf-d― ～ ―s-と い う 項 目 を 設 け 、 d的erbal
verbal suffix-s一 と ―d― を 一 括 し て 取 り 扱 っ て い る 。 な お 、 こ の 点 に 関 し て 、
本 文 の5。 お わ り に の1.で 問 題 点 を 指 摘 し た 。
2)suffixの 右 肩 の 数 字 は 、母 音 調 和 に よ る異 形 態 の 数 を示 す 。
3)ダ グ ー ル 語 で は 、
bais-  《(動)歓 喜 、 高 興 》(Mo. bayas―)
baiskulun《(名)喜 、 歓 楽 》 (瓢o. bayas―qulang)
と 同 時 に 、
 baiskw 《(形)高 興 的 》  (Mo.一)
と い う 形 式 が 実 証 さ れ る 。 こ れ は 、
1.(ム)の 鼇JeskUが 、 脱 字 で は な く実 在 形 式 で あ っ た 。
2.ダ グ ー ル 語 内 部 で 、baiskulun→baiskwへback for研ationが 起 こ っ た 。
の い ず れ の 可 能 性 に と っ て も 有 利 で あ る と 思 わ れ る 。
し か し 、1.,2.の い ず れ の 場 合 に せ よ 、deverbal nominal suffix-qulang2の 要
素 一qu2は 、 deverbal verbal suffix(V→V)よ りむ し ろdeverbal nominal suf-
f玉x(V→N)に 有 利 で あ る と い う こ と は 注 目す べ き で あ る 。
4)Ramstedt, G.J.(1976 rpt.)Ka1皿Uckisches W6rterbuch. ilelsinki. p.239.
5)小 沢 重 男(1978) 『モ ン ゴ ル 語 と 日 本 語 』 東 京271-273.
6)Mo. anisqa(ani-s-qa), k6m6ske(k6m6-s―ke)に見 え る 語 末 の ―qaたkeは 、 dever一
bal nominal suffixで 、-Ya/-gee―gaa2では な く 零一ga2)の 音 韻 的 に 条 件 付 け ら
れ た 異 形 態 で あ る 。
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(十  一・ morphological boundary, ～ 一― phonologically condit孟oned
   alio頂orphs.)
e.9.tul―  《支 え る 》
or6iYul― 《翻 訳 す る 》
nidur― 《軽 く突 く 》





tulYa  《五 徳 》
or6iYulYa《 翻 訳 》
nidurYa 《 こ ぶ し 》
eg薀rge  《 荷 、 義 務 》etc.
7)服 部 に よ れ ば 、 懸o.anisqaは 、 中 世 の 文 献 『華 夷 訳 語 』 で 哈 泥 思 中合(hanisqa)、
土 族 語 でxanasgaと 見 え 、 い ず れ も 《眉 》 を 意 味 す る が 、 動 詞ani-《 閉 じ る 》
と 比 較 す る と 、 《險 》 を最 古 の 意 味 と して も つ 可 能 性 が 高 い と い う。 しか し、
Ho. k6m6ske《 眉 》 との 関 連 に お い て 、 ど の よ うな 経 過 を た ど っ て 意 味 変 化 が 生
じた の か に つ い て は 何 ら言 及 が な い。
(服 部 四 郎(1940)「 蒙 古 語 の 口語 と文 語 」 『服 部 四 郎 論 文 集 第1巻 ア
 ル タ イ諸 言 語 の研 究1』(1986)東 京355-404.)
8)『 事 林 広 記 』 巻 之10所 収 。
9)『 武 備 志 』 巻227所 収 。
10)『 三 合 便 覧 』(1780)は 、3言 語 で 書 力・れ た 語 彙 集 で 、満 州 語 、漢 語 、 蒙 古 語 、
満 州 文 字 転 写 に よ る 蒙 古 語 の順 で 、記 さ れ て い る。 本 文 で は 、 便 宜 上 、 満 州 文
字 転 写 に よ る 蒙 古 語 は 、( )に 入 れ て 表記 した 。
11)r土 族 語 詞 彙 』(1986)で は 、 土 族 語 ・東 溝 方 言 のkomosgoに 対 し 、 漢 語 訳 《 眼
簾 》 が 当 て ら れ て い る。 こ れ は 、 内 蒙 古 出 身 の知 人 に よ る と 、 《上 眼 皮 》(上
瞼)に 対 す る 文 学 的 語 彙 とい う。 も し、 土族 語ko恥osgOの 意 味 が 、 《瞼 》 よ り
も む し ろ 《上 瞼 》 の 方 に よ り的 確 で あ るな ら ば 、 先 に推 定 した 祖 形 の 意 味 は 、
土 族 語 に お い て 、 ま さ に保 持 され て い る こ と に な る 。
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12)盟o.Jobkiの 意 味 に つ い て は 、 次 の よ う に 見 え る 。
(旺)yrTaa XY猛a-TH囲 豚 醤H前aHbcrHH raπaa丑e-r翼 貢H飜3P;
  元 来  人 間 の  目 の  瞼 の  外  角 の 名 称
  o丑00 HY八HHH 丑99瓦 瓦oo瓦 aHbC『bI羅 H3p
  現 在 目 の  上 ・下  瞼 の 名 称
(H)(obsolete) outer corners of もhe eyelids; eye三id;
(蒙 漢)① 眼 角 ② 眼 瞼
13)ハ ル ハ の 友 人 の 話 で は 、モ ン ゴ ル で は 、
五93π 30BKH Ta冒 おaJi         6aHPJ―aXbi騒 ca凾H TgMA3r
上 瞼 ピ ク ピ ク す れ ば 、 喜 び の 吉 兆
凪00皿  30B置H Ta『 臼aJl         yHJ匪aXH}1   鰕yy  T3Mπ3r
下 瞼 ピ ク ピ ク す れ ば 、 悲 し み の 凶 兆
と い う 言 い 伝 え が あ り 、下 瞼 が ピ ク ピ ク した 時 は 、 瞼 に 白 い 木 片 を貼 っ て ま じ
な い を す れ ば 、 災 い を免 れ る とい う。
14)小 沢 の 詳 細 な 研 究 に よ れ ば 、―i― は 《動 作 の 単 発性 、一 回 性 、瞬 時 性 》 を表 わ
すsuffixで あ る と 考 え ら れ る 。
  -i-            : -YU2-,-qu2-,-gi- otc.
  《 動 作 の 単 発 性 》 《動 作 の 持 続 性 》
e.g. b麺r―i-          : bUr―kU一
《 お お う 》    《 曇 る(← 持 続 的 に お お う)》
qal―i-          : qal-gi―
《 液 体 が こ ぼ れ る 》 《液 体 が こ ぼ れ つ づ け る 》
qaltu―r-i-   :Yul―YU一
  《滑 っ て こ ろが る 》 《持 続 的 に 滑 る》
(小 沢 重 男(1978)『 モ ンゴ ル 語 と 日本 語 』 東 京p.164,166,244,258,275,311.)
15)中 世 の ア ラ ビ ア 字 蒙 古 語 文 献 「イブ ン ・ム ハ ンナ 」、 「ラ イ デ ン 」 に 見 え る 形
式 、 sisamun《Myxa》, sisawul《Fliegen》 に 対 し て 、 N. Poppe(1928, p.58)は 「
両 形 と も 、Mo. simaYulか ら のKorrupt沁n《 訛 り》 か も し れ な い 」 と だ け 述 べ る
が 、 筆 者 は 、 両 形 は 形 態 的 に は 、 累simagn1(Mo. si皿aYulの 直 接 の 祖 先)よ り は
む し ろ 、deverbal verbal suffix-s― を 有 す る 形 式 、 す な わ ち 、 掌simasugOl
Csima―s―u-g田)に由 来 す る 蓋 然 性 の 方 が 大 き い の で は な い か と考、え る 。
 私 見 に よ れ ば 、 拿simasugnlは 、 第2音 節 頭 子 音mと 第3音 節 頭 子 音sがme一
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の 如 く変 化 し た も の と推 定 さ れ る が 、 「イプ ン ・ム ハ ンナ 」 、 「ラ イデ ンjの
形 式 は 、 こ の 変 化 過 程 の最 終 段 階 を それ ぞ れ 反 映 し て い る の で あ ろ う。
16)中 世 の 漢 蒙 対 訳 語 彙 集 で は 、漢 語 の 《蝿 》 に対 す る 蒙 古 語 は 、 次 の よ うに 見 え
る。
             《蠅 》
至 元 訳 語 (1325): 一
『華 夷 訳 語 』(1389):石 模 丁温
『盧 龍 塞 略 』(1610):石 莫 温
薊 門 防 禦 考(1621):暑 抹 温
蒙 古 語 族 で は 、 一 般 に 、-o.simaYu1, b6kδne, i laYa, bataYanaの4語 に 対 応
す る 語 は 、 方 言 に よ っ て 、 そ の 指 示 物 が 異 な り 、 意 味 変 化 の 跡 を た ど る こ と は
極 め て 難 し い 。 し た が つ て 、 こ こ で は 、 前 述 し た 凹o.simaYulを 除 く3語 に 対 し 、
形 態 的 分 析 を 行 な い 、 各 方 言 に お け る 意 味 を呈 示 す る に と ど め た い 。
(A) 覈o。b6k6ne(b6k6gene)
《蚊 》 を 表 す 語 は 、 ハ ル ハ 方 言 で は 脚 凹y押(Mo. simaYU1)、 内 蒙 古 の あ る 方 言(
ホ ル チ ン 等)で は 、batgan(雌o. bataYana)だ が 、 中 世 の 漢 蒙 対 訳 語 彙 集 で は 、
次 の よ う に 、 全 く別 形 式 で 現 わ れ る 。
             《蚊 子 》
至 元 訳 語 (1325):播 勾 拿
『華 夷 訳 語 』(1389):孛 可 兀 納
『盧 龍 塞 略 』(161◎):孛 可 兀 納
薊 門 防 禦 考(1621):孛 口納
こ れ に 対 す る 蒙 古 文 語 形 は 、b6k6ne(b6k6gene)であ る 。
 (L)b6k6ne        《horse―f玉y,gadfly》
 (丗)b6k6ne        《yeke sira bataYana》
 (蒙 漢)b6kOgene《y緜e bδk6gene(大 黄 蚊)》
 (盟)b6k6gene      《yeke b6k6gene-yin》
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b6k6ne(b6k6gene)は 、 b6k6―ne(b6k6―gene)と分 析 さ れ 、 語 末 の ―ne(―gene)は 、
―一般 に 、 《 動 植 物 名 》 を 形 成 す るsuffix、
1.simple suffix―na2
e.9.YU―r-ban《3》>YU-na《3歳 の 雄 》(>Yuna-Jin《3歳 の 雌 》)
  d6-r-ben《4》>d6―ne《4歳 の 雄 》(>d6ne-」{n《4歳 の 雌 》)
2.deno凱inal nominal suffix -Yana2(*-Ya-na2)
 e.9.qUla《 葦 毛 色 の 》 、qUIU-SU《 葦 、 竹 》>qUll1-Yana《 ね ず み 》
3.extended compound suffix -IJiYana2(-IJi―Yana2)
 e.g.gOJege《 反 す う 動 物 の 胃 》>g帽ege―iJigene《 イ チ ゴ 》
等 に 見 ら れ る も の と 同一suffixと 推 定 さ れ る 。
 一 方 、 名 詞 語 幹b6k6は 、お そ ら くb6k6《 ラ ク ダ の こぶ 》 と同 一 語 幹 で あ ろ う。
蒙 古 語 で は 、 一 般 に 、 語 根 象b6一の あ る もの は 《丸 い 》 とい う意 味 を共 有 して い
る こ とか ら 察 す る に 、b6k6ne(bδk6gene)は 、 元 来 《(ラ ク ダの こ ぶ の よ うに)
丸 々 と肥 え た も の 》 とい う意 味 を有 して い た も の と考 え られ る。
 ま た 、 こ れ に 対 す る 現 代 語 の 対 応 形 は 、 次 の よ う で あ る 。 こ の う ち 、 基 礎 語
彙 と し て 、 明 ら か に 《 蚊 》 の 意 味 を 保 持 し て い る の は 、 カ ル ム ィ ク 語 と東 部 裕
固 語 で あ る 。
(ハ ル ハ)  6θX-    《c』eneHb,(H)horse―fly(牛虻)》
(オ ル ド ス) b6`kX60   《cousin, moucheron》
(カ ル ム ィ ク)6θKY騰[6eKHHe]《KOMap》
       b6k{ino         《M蠶cke》
(東 部 裕 固 語)b②gdeg    《蚊 子 》
(土 族 語)  PugunaG   《牛 虻 》
(B) 題o.ilaYa
こ れ は 、ila―Yaと 分 析 さ れ 、 ila一 は 《ベ タ ベ タ塗 りつ け る 》 意 の 動 詞 語 幹 で あ
り 、 ―Yae-gaa)は 、 deverbal nominal suffixで あ る 。 し た が っ て 、 MQ. ilaYa
は 、 元 来 《ベ タ ベ タ 塗 りつ け る も の 》 が 原 義 で あ り 、 こ れ が 、 現 代 語 の 各 方 言
で 、 《 蠅 、 蚊 、 虻 》 な ど を指 示 す る よ う に な っ た も の と 考 え ら れ る 。
cf. ila―  (-ax) ～nila―  (H-ax) 《 塗 り つ け る 》
i16ayi―(一ua画x)～nil6ayi-(Hg-a匿)《 ベ タ ベ タ 、 ネ バ ネ バ し て い る 》
i16aYai(H-raの ～nil6aYai(一 一raの 《 ベ タベ タ 、 ネ バ ネ バ し た 》
 また 、 こ れ に 対 す る 中 世 及 び現 代 語 の対 応 形 は 、次 の よ うで あ る が 、 第2音
節 の 母 音 の 違 い か ら 、A.串hilagaa系 とB.*hilugaa系 に 二 分 で き 、祖 形 の 動 詞 語
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jala: 《 蒼 蠅 》
jala: 《蚊 子 》
(ヅ リ ヤ … ト)-aahall《 一 ―ll隠,蘭0田Kapa》
(カ ル ム ィ ク)il§sQ(selt. ilasp)《Motte》
(ダ グ ー ル) xHa: 《 牛 虻 》
B.
(秘)h孟lu'a  《 真葛虫亡》(188)
』 一―一
(オ ル ドス)il6《taOn》
cf.『 三 合 便 覧 』(1780)l derxuwe,蒼蝿, ilaYa(ilaga)
(C) 凹o.bataYan&
こ れ は 、bata-Yanaと 分 析 さ れ 、 語 末 の ―Yanaは 、(A)Mo. bδk6neで 述 べ た よ う
に 、 《 動 植 物 名 》 を 形 成 す るdenominal no而nal suffixで あ ろ う 。 一 方 、 名 詞
語 幹 と 思 わ れ る ㌔ataは 、 蒙 古 語 族 内 部 で は 、 実 証 不 可 能 で あ り 、 い か な る 意
味 を 有 す る か は 、 現 在 の 所 、 不 明 で あ る 。
ま た 、 こ れ に 対 す る 現 代 語 の 対 応 形 は 次の よ う で あ る 。
(ノ 丶ルレノ丶)     6aTa£a犠a
(内 蒙 古)  batgan
(オ ル ド ス) 霧ata琴ana
(プ リ ヤ ー ト)6aTaraHaa
(カ ル ム ィ ク)6a控H[6aT肺 一]
《騒yxa,(H)H3r 3Y㈲ 到一a》




       batXanD, batXDnD 《F玉iege》
cf.『 三 合 便 覧 』(1780):gal皿an,蚊子, bataYana(batagana)
17)那 珂1通 世(新 版1943,旧 版1907)『 成 吉 思 汗 実 録 』 東 京p.31.
小 林 高 四 郎(1941) 『蒙 古 の 秘 史 』 東 京P.20.
岩 村 忍(1963) 『元 朝 秘 史 』 東 京p.15.
村 上 正 二(1970) 『モ ン ゴ ル 秘 史1』 東 京p.71.
小 沢 重 男(1984) 『元 朝 秘 史 全 釈(上)』 東 京p.232.
且a鵬瓦HHcYp3H, U. (1976) MoHroハ 冠H Hンン瓢 τo后qoo. y』aaH6aaTap. p.29.
18)小 沢 の 指 摘 を 、 原 文 の ま ま 引 用 す れ ば 、次 の よ う で あ る 。
一rtolgistalaは、 当 然 、 tolgis―taiaで あ る か ら 、 語 幹 は 、 tolgis一 で あ る 。
傍 訳 の 〈震 動 波 浮 〉 に 近 い 意 を 表 わ す 語 にdolgi-《 波 立 つ 、(水 な ど が)う ね
っ て ゆ れ る 》 が あ る 。dolgis一 も あ る が 、 形 の 上 でtolgis一 に 近 似 す る こ の 形 は 、
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意 昧 の 上 で 、dolgi― よ り幾 分 遠 い 感 が あ る 。 q)と は 言 え 、 秘 史 のtolgis一 が 語
頭 子 音 の 清 濁 の ち が い は あ る も の の 、 こ のdolgis一 で あ る こ と は 疑 い な い 。
〔Ddolgis― は、 同 じ 《波 立 つ 》 の 意 な の だ が 、現 代 語 で は 、主 に精 神 的 に 《
 波 立 つ 》 の で あ っ て 、 即 ち 《精 神 的 に 動 揺 す る 、 興 奮 す る 》 の 意 味 で あ
 ゑ.
そ こ で こ の 句 全 体 の 意 味 は 、 《オ ナ ン河(の 水)が 波 立 つ ま で 》 とな る。
              … 中略 …
な お 、 こ のdolgi一 か ら1乍 ら れ るdoigiyal1、 現 代 モ ン ゴ ル 語 の 一 一 一Hは 当 然 の
こ と な が ら 、 《 波 浪 、 波 濤 》 の 意 を 表 わ す 名 詞 で あ る 。 」 ――■(波 線 は 、 筆 者 加
筆)
(小 沢 重 男(1984) 『元 朝 秘 史 全 釈(上)』 東 京235―236.注(10))
19)秘 史 の 言 語 で 、 な ぜ 、 脱 勒乞 思 一(tolkis―)が 用 い ら れ 、 多 勒乞 思 一 ま た は 朶 鞘乞
思 一(と も にdolkis一 と転 写 さ れ る)が 用 い られ な か っ た の カ・、 甚 だ 疑 問 で あ
る 。 た だ し 、 秘 史 に 見 え る 語 頭 のt― は 、現 代 語 の 語 頭 のd― よ り も古 い 音 声 状 態
を反 映 し て お り 、 同 源 ・借 用 の 問 題 は 別 と して 、 チ ュ ル ク系 言 語 の 語 頭 のt― と
結 び つ く 可 能 性 が あ る 。
 た と え ば 、 モ ン ゴ ル 人 民 共 和 国 ・最 西 端 の バ ヤ ン ・ウ ル ギ ィー 漿 の カ ザ フ 語
は 、 蒙 古語 と次 の よ う に対 応 す る。
     カ →ザ フ 言吾          Mo.      (ノ丶丿レノ丶)
《 波 立 つ 》 TO-― : dolgi-  一 一H-
《 波 》      To』 甎削H  :  dolgiyan  且oπrHoH
ま た 、 中 国 領 内 の チ ュ ル ク 系 言 語 で は 、 《 浪 、 波 》 に 当 た る 語 は 、 次 の よ う に
見 え る 。
カ ザ フ 語  tolqen   タ タ ー ル 語 do】qun
キ ル ギ ス 語 tolqun   ウ イ グ ル 語 dolqun
ウ ズ ベ ク 語 tolqin
し か し、 秘 史 の 語 頭 のt―が 、起 源 的 に チ ュル ク系 言 語 の それ と結 び つ く 可能 性
を認 め た と し て も 、 そ れ が 、 な ぜ 、 中 世 以 後 に蒙 古 語 内 部 で 軟 音 化 した の か と
い う 問 題 が 残 る 。 こ れ に対 す る1つ の 解 釈 と して 、 語 頭 子 音 レ は 、 第2音 節 頭
の 硬 音 との 異 化 に よ っ て軟 音 化 した 可 能 性 が 考 え られ る 。 小 沢 は 、脱 勒乞 思 一
に 対 して 、tolgis一 と転 写 す るが 、第3字 の 乞 は 、 本 来kiと 読 め る(cr.(秘)
乞 一(ki-)《 做 》 、 乞 木勒(kimuD《 指 甲 》 、 乞 禿 中孩(kituqai)《 刀子 》 等)カ ・
ら 、 正 し くは 、toikis一 と転 写 す べ き で あ ろ う。 した が っ て 、 こ こ に 、 語 頭 の
硬 音tと 第2音 節 頭 の 硬 音k(9で は な い)と の 異 化 に よ っ て 、 語 頭 子 畜の 軟 音 化
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が 生 じた と す る 考 え が 成 り立 つ わ け で あ る。 また 、 次 の 例 も 、 そ のi例 と見 な
す べ き で あ ろ う か。
     (秘)      酌. (ハ ル ハ)(カ ル ム ィ ク)
《 戒 》 客 薛 ―(kese-)(53) :ges-  r3c-  kes一
 (cf.(秘)客 列(kele)《 話 》 、 客 訥ken-U《 誰 的 》 等)
(こ の 例 に つ い て は 、 小 沢 重 男(1984)『 元 朝 秘 史 全 釈(」 ⇒ 』 東 京p.218.
注(5)参 照)
しか し 、 異 化 に よ る語 頭 子 音 の軟 音 化 と言 え ば 、蒙 古 語 南 方 方 言 特 有 の 音 変 化
で あ り 、 も し 、 秘 史 の 言 語 と現 代 語 との 間 に 、 こ の 変 化 を認 め る な らば 、 同 ―一
タ イ プ の 音 変 化 を 、 少 な く とも2つ の 異 な る時 代 に 設 定 す る こ と に な る た め 、
この 解 釈 に も や は リ無 理 が あ る と言 わ ざ る をえ な い 。 今 後 の 一 層 の研 究 が 俟 た
れ る 。
20)秘 史 の 言 語 で は 塔 塔 刺 一(tatala-)《 何度 も 引 く》 、 木 舌児 古 列 一(副rgUle-)《
  何 度 も突 く》 の 如 く、 多数 の例 が 見 られ る。
21)双.OTroHc!pgHの 調 査 に よ る と 、deverbai verbal suffix-』 ―(胚o.-la2-)は、
ハ ル ハ モ ン ゴ ル 語 で は 、50余 り の 動 詞 語 幹 に 接 尾 さ れ る と い う 。
(OTroHc賢p3H, 艮. (1982) OpqHH ロarH薩H 岡o飜ro』 xgπH罰 画 Y薩 ハ YrH直H 買3日,
6a薩 五月扇H 双a「aBPHH Ha薩PJy丑 「HH fYP9「. y』aa麗6aaTap. p.148.)
22)本 稿 で 述 べ たdeverbal verbal suffix-s―(音 節 末)は 、 各 方 言 間 で 、 必 ず し


















(カ ル ム ィ ク)(ブ リヤ ー ト)
 -s-  :   -d-   (規 則 的 対 応)
K¥-r      XYM9丑X9
    :   ―d一
zOYod―   30xo皿 一
―S―    :
漲zUsk∂lq   Y39CX3』3"
こ こ で 、2.の カ ル ム ィ ク語 の ―d― は 、 同 系 言 語 内 部 の 語 借 用 に伴 う2次 的 な 対
応 を 反 映 し て い る の か 、あ る い は カ ル ム ィ ク語 の 古 い 段 階 で す で に―d一 を有 し
て い た(古 い 時 代 の ―s-～ ―d―の 交 替)の か判 断 は 非 常 に難 し い 。
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 ま た 、3.の ブ リヤ ー ト語 の 一s一は 、蒙 古 語 本 来 の 音 節 末 のsが ブ リヤ ー ト語 で
dに 変 化 し た 後 に 、近 隣 の ハ ル ハ 方 言 か ら借 用 さ れ た 結 果 を反 映 して い る の で
あ ろ う か 。
 こ れ ら は 、 音 声 面 か らの ア プ ロー チ と と も に 、 同 系 言 語 内 部 の語 の 借 用 問 題
と相 ま っ て 考 察 し な け れ ば な らな い問 題 で あ る。
23) Ramstedt, G.J. (19o2)
  〔}ber die Konjugatlon des Khalkha-Mongolischen. MSFOu. XXI.
そ の 他 、 村 山 の 論 文 も 参 考 に な る 。
村 山 ヒ郎(1951)『 元 朝 秘 史 蒙 古 語 にお け る 一sに 終 るConverbum」 『言 語 研
究 』 第19・20号.
各資 料 の 出典 及 び若 干の 略語 は次の ようである。
(蒙 古 文 語):(遡o.)
Lessillg, F. D. (1960) 哲ongolial1―English D ctionary. Berkeley and Los
  Angeles.:(L)
 SaYJi (1937) MongYol UsU9一Un dUrim-Un toli bi6ig. UlaYanbaYatur.:(皿)
r蒙 古 秘 史 』:(秘)
額 爾 登 泰 ・烏 雲 達 賚(1980)『 蒙 古秘 史 校 勘 本 』 呼 和 浩 特
小 沢 重 男(1984-1986)『 元 朝 秘 史 全 釈(上 ・中 ・下)』 東 京
    (1987-1989) 『元 朝 秘 史 全 釈 続 攷(上 ・中 ・下)』 東 京
rム カ デ ィ マ ッ ト ・ ア ル ・ ア ダ プ 』:(ム)
 no翼1亘e, H.H. (1971 rpt.) MoHro』bcK躍 氈 cπoBaph MyKa凪 双闘昭a7 a』-aπa6.
   England.
「イ ブ ン ・ム ハ ン ナ 」:(イ)
HoπHe, H.H. (1971 rpt.) C"HcoK 賑oHroハbcKHx c』oB H3 rπoccap甜 鯉
  匿6H-晦xaHHH-一 丑a一 ㊨Mya--a P闘 Φ`a7a(翫TaM6y』,1921).
  RpHπo派eHHe IV. MoHro」bcK"角  cπoBapb MyKaπ 五HMaT aπ 一a丑a6. Engiand.
「ラ イデ ン 」:(ラ)
PoPPe, N. (1927-1928) ``Das mongolisclle Sprachmater三al einer Leidener
  Handschrift". 甅3Bec7H鉦 AKa虱e蘭 凹H HayK CCCP. 1009-1040, 1251―1274
  (1927), 55-80(1928).
(ハ ル ノ丶)
 丑yBcaHπ9H双9B, A. (1957) 褐oHro』bcKo-pyccKH函 cJoBapb. MocKBa.
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ll 3 B 9月,日9
Hangin, G.
小 沢 重 男(1983)
(内 蒙 古)
(1966) Moiiro」 ― x3刀HH揃 τo駐 阿 Ta挽 π6ap To』 卜. y」1aa訐6aaTap.:(H)
(1986) A 匿oderR 凹ongolian-Knglish Dict{onary. Indiana
University。:(ll)
      r現 代 モ ン ゴ ル 語 辞 典 』 東 京
内 蒙 占教 育 嵩 版 祉 編(1975)『 蒙 漢 辞 典 』 呼 和 浩 特
内 蒙 古 大 学 蒙 古 語 文 研 究 室編(1976) 『蒙 漢 辞 典 』 呼 和 浩 特:(蒙 漢)
(オ ル ド ス)
 狸ostaert, A. (1968 rpt.) Dictionnaire Ordos. New York/London.
(ノ'ミルレゾず)
 武 達 等 編(1983) 『巴 爾 虎 土 語 詞 彙 』 呼 和 浩 特
(プ リ ヤ ー ト)
 1{epe麟HcoB, K。 陋. (1973) Byp月TcKo-pyccKH擁 c∬oBapb. MocKHa.
(カ ル ム ィ ク)
 Ramsしedt, G。J。 (1976 rpt.) Kal田Iickisches WOrterbllch. Helsinki.
 Mン 睡HeB, B。 八. (1977) Ka丑 臟bmKO―pyCCK}1前 c刀OBaPb. 勗OCHBa.
(オ イラ ト文 語)
 確 正扎 甫 ・四徳 瑪 等編(1979) 『蒙文和托戍 蒙文対 照蒙語 辞 典 』新 彊 人民 出版
   社
(保 安 語)
大 燉(保 安 語 ・大 河 家 方 言(別 名 、積 石 山 方言)に 属 す る):
 布 和 ・劉 照 雄(1982) 『保 安 語 簡 志 』 民 族 出版 社
年 都 乎(保 安 語 ・同 仁 方 言 に属 す る):
 陳 乃 雄 等 編(1986)『 保 安 語 詞 彙 』 呼 和 浩 特
(東 郷 語)
 布 和 等 編(1983) 『東 郷 語 詞 彙 』 呼 和 浩 特
(土 族 語)
東 溝 方 言:
 哈 斯 巴特 爾 等編(1986)『 土族 語詞彙 』呼和 浩特
那 龍溝 方言:
de Smedし, A. alld A. Mostaert (1933) Dicしionnaire 醒onguor-Frangais.
  Pei-P'ing.
(東 部 裕 固 語)
 保 朝 魯・等 編(1985) 『東 部 裕 固 語 詞 彙 』 呼和 浩 特
(ダ グ ー ル 語)
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モ リ ン ダ ワ ー 方 言:
 恩 和 巴 圖 等 編(1984) 『達 斡 爾 語 詞 彙 』 呼 和 浩 特
ハ イ ラ ル 方 言:
 Iio鹽1Ie, li.H. (1930) 双arypcKoe Hape1】He. JloHHHrpa丑.
 PoPPe, N. (1934-1935) ``〔jber die Sprache der Daguren." Asia Major.
   Vol.X, fasc. 1,2.
(満 州 文 語):(麗a.)
 羽 田 享(!937)『 満 和 辞 典 』京 都
 福 田 昆 之(1987) 『満 州 語 文 語 辞 典 』FLL
(錫 伯 語)
 李 樹 蘭 ・仲謙 ・王慶 ―豊編(1984) 『錫伯語 口語研 究 』民 族 出版 社
                     (し お た に しげ き 、博士後期課程)
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